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以下の通知が厚生労働省より参りましたのでお知らせいたします。 
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日本造血細胞移植学会理事長 殿  
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厚生労働省健康  

I サ  

さい帯血のあっせんに伴う「クロイツウェルトヤコブ病及びその疑い」の取扱いにちいて  
r  

＼  

，－  

、、さい帯血のあっせ～に伴う欧州等滞在歴に関する取扱いについてはこ1980（昭和55）  

＼厚から1P96（平成8）年の間に1日以上の英国滞在歴を有する者等からのさい帯血甲採取  

を克合わせているところですが、今般、献血の採血時の取扱いが変更されたこと、及び厚   

生科学審議会疾病対策部会造血幹細胞移植委員会における議論を踏まえ、別紙のとお   

り′日本さい帯血バンクネットワークあて通知を発出しましたので、御了知廠うとともに、傘下   

会員に対する周知にうきまして御配慮願います。   
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健発d910第－3号一  
平成、22年9月10日  

、  

ノ▲▲ヽヽ巾lヽlヽい川‥－u■tY一－1－－■－ヽl  

、                                                                                                                                                                                             I ll一′  

群雄  
塵 ノこi一・  

厚生労働筆億埠局離撞覇盤  
．  ＝竹．！：  

●‘l  

さ吋帯血のあっせんに伴う7「タロイツアェ／沐・ヤコブ病及びその簸い」の取扱いについて  
ノ  

さい帯血のあっせんに伴う欧州等滞在歴に関する取扱いについて昧」韓択昭和亭引  

、年から1996（平助）年の間に1日以上申異国癖在歴を有する者尊から？さい帯血の採取  
t    ナ、、を見合わせているところですが、今般、献血の凝血時の取扱いが変更された羊と、一及び厚   
左科学審憩会疾病対策部会造血幹細胞穆癖真金における議論を踏まえ、別紙のとお  
りといたしますので、速やかに必要な措置を弾じ、遵守されるようお願いします。 、  
これに伴い、「さい帯血めあっせんに伴う『タロイツタェルト・甲ブ病及軸の鱒い』の  
取扱いについて」（平成1梓6月■29日付け健勝発第062如毎号厚隼労働草健康烏疾病対 ＼  

策課臓器移植対策室長通知）は廃止します∴∵ 

なお、さい帯血のあっせんに伴う欧州等滞在歴に関すろ痕扱いについては、厚隼科学－  

1ヽ     審議会疾病対顔部会造血幹卵胞移植委員会における議翰を踏まえく今後、海生労働筍 l  
・医薬食品局長より発出さ．れる通称により献血の採血時の取離、に変更が行われた  

場年制途特段の通知がない限・り1当該献血の採血時の取扱いと同様の変更が行わ・  

れたものとみなすごととしますので、適切に対応するようお願いし辛す。－‘  
l      参考として、「採血時の欧州等滞在歴による献血制限の見直しについて」梓成21年 ．  
12月1：L目付け薬食発1211第6号厚生労働省医薬食品局章通知）を添付します。  
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別 紙  

「クロイツフェルトヤコブ病及びその鱒い」の取扱い   

● （1）非血縁者間におけるさい帯血のあっせん機関であるさい帯血バンクは、さい帯血採取施   
設の医師にさい帯血擦供者がクロイツフェルトヤコブ癖こ感染した可能性が革められる   

かどうかを確認し、その可能性が認められるとされた場合には、当該提供者のさい帯血を   

移植k用いない。  

I I 

＊クロイツフチルト・ヤコブ病に感染した可能性とは、病理診断による確定診断だけではな  

く、晦嘩診断を含む（参考）。  
、ノ  

l  

（2）、さい帯血バンクは丁さし鴻血採取埠殻の医師執こ協力を求め、以下に示すような、さい   

帯血捷供者の病歴、欧州等滞在歴及びその血縁者の病歴専を詳細に把握するよう努め、   
下記①～⑤に骸当する提供者からのさい帯血の採取は見合わせること。  
①ヒト成長ホルモンの投与を受けた者  

②硬膜移植歴がある考  
＿「 l  

③角膜移植歴がある者  

t 、、▲  、   

⑤グロイツラェルト・ヤコブ病およびその類縁疾患と医師ド言ゎれたことがある者′  

席在軒  顛痺在軒 ∴療御絢 

卑 ヽ  ＋サギ0年｛ 

♀や04車 

6中月以耳■、・  

蜘二亘）＝  
A   

■ ヽ、  二、′ニー・′ヽ・     予  
ジアケビア 

争  ・二戸才女 6ヰ明以上  1三∴9二∴8・  

二  オ＋オトサア、∴削レヤ、・ネケ吏ニーテシ∴テン与∴      弓隼以土  iす8や串本  

十ク∴アサンラン・ド、‘ノレクセ≠・    カレグ・ 2d二′P4年 

画∴  1－9¢年｛・  

ア、■∴サ㌢吏りノ∴ネ≠ノヾ車アi・ネP．べ土アく・・セ／← 
ビア．、‘ヰイテネオ早、二．チ   ・≠ヰ∴バチキシ、 

． 

ヅン吏ゴビナ∴セナド≠ア、章ルタ、ヰナキ1イヤ  

ケ≠チ三サヒナシシよタイ≠∴ル÷ヰ≠  

n   



（注1）B＼に掲げる国の滞在歴を計算する際には、Aに掲げる国の滞在歴を加算す芦  

ものとする 

（注2）本表の記載内容については、厚生労働省医薬食品局長より発出される通知た   

より献血の採血時の取扱いⅠ羊変更が行われた場合、別途特段の準知が担、限  

り、当該献血の採血時の取扱いと同様の変更が行われたものとみなす。  

（4）さい帯血バンクぱ、移植医が患者に対し七移植に伴う感染のリスクを十分説明するよう促   
すこと。  

＼  

1  

＼  

＼   
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＜参考＞クロイツフェルトヤコブ病に感染した可能性  

○クロイツフェルト・ヤオブ病には、スクリーニング方怯はない。このため、さい帯血提供者   

（ドナー）に対する問診を徹底して行い、クロイツフェルト・ヤヨプ病の病因プリオンに感   
染した可能性があるかどうかを慎重に判断する必要がある云  

○クロイツフェルトヤコブ病に感染した可能性は、以下を参考に行うこととする。   

なお、詳細については、「難病の診断と治療指針」（六牡出版社）を参照されたい。  

＜確定診断＞   

基本的には病理診断であるが、現在では異常プリオン蛋白の証明が必要である。  

兵常プリオン蛋白の証明には、免疫染色法またはウエスタンプロ外法で行う。  

ヽ▼  

＜臨床診断＞   

・確 実 例  特徴的な病理所見を有する例で、ウエスタンプロット法や免役染阜法で  

脳に異常プリオイ蛋白の検出しえたもの。  

病理所見がない症例で、進行性痴呆を示し、脳波でPSDを認める。さら 
に、ミオクローヌス、錐体路・錐体外賭博専、小脳症状、視覚異常、無動・  

＼∴  

・ほぼ確実例  

無音状態のうち2項目以上を示す症例。  

・疑 い例‥ほぼ確実例と同じ臨床症状を呈するが、PSDを欠く症例。   



l川l  
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／平成21年12月11日  

薬鱒発1211第6号  

日本赤十字社血舷事剃∈部長 殿  

厚生労働省怪傑食品局  

r  

採血雌の欧州節抑在應kよる献血鼎‖股の見直しについて  

サ  

血捌唖の推適にづいて虹－1欄から格別の那細己馴椚感糾巾し上げる．．  

国内において変異埋け牒イツフ こにル亘亘ブ柄（v如l⊃）の雛が柵静された土と  

を撃吋、採血時の間掛こ当たっ七軋 順仙専の欧州絆在膠に閲する問診の輪化叱つし′、  

＼
 
 
 

㈹漁1叫三5ノ＝Olこ附け非食滞錦卿000ナ世鍬他あて匪逓食品周艮油知） 
僻定的な捕腱としてニ1980解から1996咋の側に川胤l二の英酬捌弛有  
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ら町採血せ風合わせる」こう対応をお雌いし｝れ、る＿ところである。   

今般、購胡：・愈岬据昨簡食料扮科余血液軸卿会緋常委頗余において、ヰ配頻個 l   

輔経歴に・よ／る帆r■州限せ綬和サることについて細徹され、園内外にニl乱け畠vc川の兼・  
＼   

弘状況、英矧酢姐こl摘する感染りゝ－スクの1日棚i及び珊外国に卯・る仙川‖眼の状況鮮佐  

一●  

脚即」こお献血紬について、l一川以l二棚馴捌牲桝る割から－′1如以上   

の英国附甜獲を有する軌に変更サるカ針が示された．，   

つUl、て臥新たな安全脚にl抑馴棚が簡ら丸る瀧での当′分の臥引き縦き刊妨的  

な櫛虚妄廟じる観点から〉、速やかに下紆1の糟慣を実地ずるとともに、芦の爽地に当た                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        ●  

ノ  っては琳前に英雄甘琴につ。いで当職あて報焦されたい。   

なお、脚下各血液センターへの周知にろい七特段甲御配慮をお願いす卵と捌こご ′  

採血k卸即コいただいているカ々に対して批当骸精髄の鵬たっ1、て十分朋抑掛   

られるよう配櫨されたい 

おうて、こ′れに伴←・、、噸即納欧州榔在歴にlち的‾る周鯵の強化及び今後¢献血の推   

進について」一（平碑1・7咋4月11］付け東食雅節040．柑16号厚生労働省痙鵜舟岳周長池  

知）及びl‘採血時の欧州榔在腰に関する問診の軟化鷹つし、て．上側域］7年月′月：川l三卜   

付け輿食滞第d530007号佐藤血指摘長通知）は廃止する。   



．  

1  

今後の献血や受入れに当たって臥別衷に掲げる欧州制約雌を有する静からの椀  

血せ見合わせること。  

（別寂）  

脾相計  油井珊舶膳  滞在時糊  

1か月以上  

（】996年かぐ）  

6か月以上  
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アイルランド、イタリア1カーランダ、スペイン、  

ドイツ、フランス、ベルギー・、 ポルトガル、・リ・・よ  

6かノ三J以＿k  

‾「■ニー▼－－  二  

ジアラビア  
：■■     －一一1■－＝－●●一－   ■ 一■1一－・・・⊥→■  

ズイス  

l  

■■■‾▼T‾‾＝＝   ノ二 ．     －†・・・－－－＿－▼．．＿  

■●■‾■＋－一一一－－－－・∴一－   ■●一－■  

6か月以．甘  
■，＋－ －＋－－－→一●－－－－－●－■－・∵■  

5咋以l二  

③  

（D  

②  

19掛け咋ト  
■■■■■■■  L，  ∫▼   二＿  

】980咋～  
か叫ストリア、ギリr盲ノヤ、、スウニーこ山デン、デンマ  

ー・一夕l、フィンランド∴ルタセンプルグ ーT ‾一－‘   
∴ニ ■ ‾■L∴∴．r・∴丁．．i・∴ニ ⊥・－－‘＿＿一∴二⊥．⊥  

アイスランド、アルバニア、アンドラ、√、クしけチ  

ア、サン、マリノ∴スロバキア、、スl＝iペニ ア、Jlビル  

ビア、聴ンヂネグに∫、チニ・・・コ、バチカン、ハン〟 

21）04隼  
【 →－－M■－－－－一一－－－▼●■－■－．■．＿  

1980咋～  5咋以上   ‾▼丁・ ．∴・T－い：－●－    －一一－・・」■，■：  

リー・・、ブルガリア、ポ・了ランド、 ボスニア・ヘル  

ツ」ユニJビナ、マケドニア、 マルク、廿ノ→：・、 

ウニに－一、リヒテンシニ∫．タイン、ル・い・マニア  
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・（挑1用に掲げる固の抑棚紺射る際に批Aに掲げる偶の榔棚捌1肘る  

ものとサる。・  
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